倒れたポーラを守るように輪になって、スネーク絵文字と対決した
ポーラのpS〓が使えず、かなり苦戦を強いられたが、それでもぼくらは、どうにかスネ
ーク絵文字を倒すことができた(HPマイナス6)。でも、ポーラは……。
ポーラは、苦しそうに、荒い呼吸を続けている。こんな調子じや、この先ついてくるのは
無理だ。かと言って、ここに残すわけにもいかない。
「ひとまず、どこか涼しいところ……そうだ、ウィンターズへ行こう!」
ぼくらはポーラを連れてピラミッドの外へ出ると、テレポートでウィンターズへ向かった。
ウインターズの寄宿舎では、ジェフの友だちのトニーが、ポーラを親切に看病してくれた。
おかげで、ポーラの容態はあっという間によくなり、元気に回復。
「それじゃトニー、ありがとう。ぼくらは、もう行くよ」
トニーに心からのお礼を言い、再び暑いスカラビにもどったぼくらは、急ぎ足でピラミッ
ドへと向かう。そして、あいかわらずカビ臭い通路を、まっすぐに進んでいった。
〓130
51
グレートフルデッドに行く前に、もう少し、ヌスット広場の露店を見ていくことにした。
●旅のお守りがあれば75●なければ90

